
盲導犬普及のためのキャンペーン活動

19番　西部由利子

【制作意図】
　　私は、盲導犬に最も多いラブラドール・レトリバーを飼っていることがきかっけで、
　小学生の頃から盲導犬に興味を持っていました。盲導犬は視覚障害者の目となり、生活
　を支えるだけでなく、心の支えとしてもとても大きな役割を果たしています。しかし、
　盲導犬一頭を育成するのに約200～300万の費用がかかることや、その育成資金の90％
　が国民からの寄付金や募金から成っていることから、盲導犬不足となっているのが現状
　です。
　　そこで私は、盲導犬普及のためのキャンペーン活動を行うことにしました。より多く
　の人に盲導犬に対しての関心を持ってもらい、世の中にもっと盲導犬が普及することを
　目的とし、制作しました。

【デザインコンセプト】
　どの制作物においても、見た人が優しい気持ちになれるような、暖かみのあるデザイン
　を目指している。盲導犬の素晴らしさを伝え、関心を持ってもらえるような内容にする。

【方法】
　
　ポスター        ：B1 (728×1030)   ３枚
　　　　　　
　パンフレット   ：A5 (148×210)

　卓上カレンダー：117×136

【制作過程】

【考察】
　　盲導犬について調べてきて、私が一番素晴らしいと感じたことは「人と犬との深い絆」
　でした。盲導犬が視覚障害者に与えるものの大きさは以前から感じていましたが、盲導犬
　自身もたくさんの人と出会い、大切に育てられてきたのだということを改めて感じました。
　たくさんの愛情を受けて育ってきた盲導犬だからこそ、視覚障害者に対して精一杯のやさ
　しさでサポートすることができるのだと思います。そんなやさしさ溢れる盲導犬をもっと
　多くの人に知ってもらいたいという願いをこめて制作してきました。
　　実際に盲導犬と生活している視覚障害者の方と接することができなかったことが残念で
　したが、以前にも増して盲導犬の大切さを知ることができ良かったです。
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盲導犬と一緒に歩くようになって、外出がとても楽しみになった。

呼吸を合わせて、一歩一歩前へ進もう。

思いやりの目、育てよう。Lab eyes（ラブ アイズ）

視覚障害者の愛の目となる盲導犬が世の中にもっと増えてほしい。

視覚障害者と盲導犬がより住みやすい社会となるよう、愛の目をもって暖かく見守ってほしい。

そんな願いをこめて、Lab eyes はできました。

現在、盲導犬を必要とする視覚障害者は全国に約 7800 人。それに対し、現在活躍中の盲導犬

はわずか 895 頭しかおらず、まだまだ盲導犬が不足しているのが現状です。その理由の一つに、

盲導犬一頭にかかる育成費用が 約 250 万かかるという資金の問題があります。 その資金の中

の90%は皆様からの寄付金や募金で成り立っています 。より多くの盲導犬を育成するためには

皆さまのご理解、ご協力が必要です。
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●奥行き
　220mm

●横幅　170mm

●盲導犬育成の育成にご協力ください

 街で右写真のような募金箱をお見かけした際には、募金をよろしくお願いします。

 皆様の暖かいお気持ちが、盲導犬育成につながります。

●ラブラドール募金箱の設置店 大募集！！
 
 みなさんのお店で気軽にできるボランティア。 募金箱の設置に伴う費用はかかり

 ません（無料貸与）。毎月2回のお振り込みをお願いしています。
 

 ラブラドール募金箱の設置にご協力いただいた方には、Lab eyes  オリジナルの

   卓上カレンダーを募金箱と一緒にお送りいたします。

Lab eyes 盲導犬普及ボランティア　Lab eyes (ラブ　アイズ)

〒460-0000  愛知県名古屋市中区西町318  TEL. 052 (242) 0000  FAX. 052 (242) 0000

With the Guide dog
盲導犬と一緒に

今日も一緒に出かけよう。

もっと素敵なことに、出会えそうな気がするから。

Lab eyes
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